社会研究部門(I 研究所の概要) by 加納, 隆至 et al.
Title社会研究部門(I 研究所の概要)
Author(s)加納, 隆至; 大沢, 秀行; 鈴木, 晃
































































































2)大沢秀行 ･光永聡子 ･井上美穂 ･竹中晃子 ･





























野搾 謙 ･庄武孝義 ･和田一雄
研究概要
1)ニホンザルの集団退伝学的研究
野浄 謙 ･庄武孝義
ニホンザルの血液蛋白の構造を支配する退伝子
の変異を電気泳動法によって検索し,群内,群間
の変異性を定量化する｡現在までにニホンザル51
秤,総個体数約3,409頭の血液試料について,35
種の蛋白の構造を支配する計38退伝子座の検索を
行ってきた｡また新たにミトコンド1)アDNAの
多型を標識として加えた｡これらデータをもとに
して,統計的検討を加え,繁殖単位間の毎代の移
出入率,遺伝的変異の散布範囲などについて走塁
的推定を行い,ニホンザルの繁殖構造を解明すべ
く作業を続行中である｡'89年度は共同利用研究
者と共同で等電点電気泳動法を用い,DBP(Vi-
taminDbindingprotein)とORM (Orosomuco-
id)の変異遺伝子の分布状況を明らかにした｡
2)Macaca属サルの系統的相互関係
野浮 謙･庄武孝銭
こホンザルを含むMacaca属サル各種から材料
を採集し,前項 1)と同一の方法によって種内 ･
種間の退伝学的変異性を定量化し,それら種間の
退伝子構成上の差を遺伝距離で表現し,それに数
量分煩学的手法を適用して枝分かれ図を描く｡そ
れにより種間の近縁関係,分化時間の推定等を行
う作業を目下続行中である｡
3)家畜化現象と家畜系統史の研究
野揮 謙･庄武寧義
在来家畜とそれらの野生原種の退伝学的野外調
査によって,家畜化現象そのものの袋田退伝学的
解明と,個々の家畜内で地域集団間の退伝的分化
の程度,系統的相互関係の解明を行いつつあ
る｡'89年度にもネパールにおいて海外調査を行
い前回調査の資料不足分を補足した｡さらにナイ
ロビにあるILRAD(Internationallaboratoryfor
researchonanimaldiseases:国際動物病研究所)
にてJICAの援助によって,アフリカ在来牛の起
源を求めるプロジェクトに参画した｡
4)ヒヒ頬の種分化に関する退伝学的研究
庄武孝義･野洋 銀
'89年度には'88年度から5年計画で開始した
"ェチオピアにおけるヒヒ類の種分化に関する研
究"の予備調査のためエチオピアに行き'92年度
までの文部省科研究費によるアジスアベバ大学と
の野外共同研究を具体化させた｡
5)中国真山でのチベットモンキー研究
和田一雄
チベットモンキーの社会行動のまとめを行って
いる｡
-18-
